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・
29
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
規
模
の

拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営

の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
機
能
を
持
つ
水
田
を

維
持
す
る
地
域
の
人
々
の
活

動
を
支
援
し
、
稲
作
の
維
持

・
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
稲
作
の
現
状
と
展
望

興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
学
習
活
動
の
機
会
の

充
実
や
地
域
の
歴
史
・
伝
統

文
化
の
継
承
に
向
け
た
学
び

の
促
進
は
、
第
四
次
川
越
市

総
合
計
画
や
第
三
次
川
越
市

教
育
振
興
基
本
計
画
に
施
策

と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
庁
内

関
係
部
署
と
連
携
し
、
学
校

や
社
会
教
育
施
設
等
を
活
用

し
、
郷
土
学
習
の
推
進
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質問
郷
土
資
料
の
調
査
研
究
を

質問
市
長
の
コ
ロ
ナ
対
策

質問
川
越
ま
つ
り

き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
を
一
番
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
教
員
の
多
忙
化

解
消
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

登
下
校
な
ど
、
子
ど
も
の
安

全
に
関
わ
る
こ
と
を
は
じ
め
、

学
校
や
教
員
だ
け
で
は
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
、
社
会
全
体
で
さ
ら
に

協
働
、
協
力
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質問
教
職
員
の
教
育
現
場
改
善

て
お
り
、
用
地
取
得
が
困
難

な
既
成
市
街
地
等
に
お
い
て
、

道
路
整
備
と
同
時
に
そ
の
上

下
空
間
に
建
物
や
緑
地
等
を

整
備
し
た
事
例
が
あ
る
。

　
本
市
の
既
成
市
街
地
で
の

道
路
整
備
に
お
い
て
も
、
制

度
内
容
や
先
行
事
例
等
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
川
越
駅
西
口
地
区
諸
課
題

質問
デ
ー
タ
活
用
行
財
政
運
営

捉
え
、
い
か
に
効
果
的
に
発

信
す
る
か
が
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
速
や

か
な
情
報
発
信
に
努
め
て
き

た
が
、
今
回
は
、
市
長
に
よ

る
防
災
行
政
無
線
で
の
呼
び

掛
け
等
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
も
効
果
的
な
方
法
を

活
用
し
、
状
況
に
応
じ
た
分

か
り
や
す
く
正
確
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問
百
周
年
事
業
の
取
組
み

質問
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
諸
課
題

■■問問
稲
作
の
維
持
に
は
農
家
の

規
模
の
拡
大
、
担
い
手
へ
の

支
援
、
大
型
機
械
の
導
入
が

必
要
と
考
え
る
が
、
稲
作
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
観
光
部
長
　
川
越
市

は
、
田
の
耕
地
面
積
が
１
８

９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
県
内
有

数
の
水
田
地
帯
で
、
１
経
営

体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積

は
、
平
成
17
年
で
は
０
・
82

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
令
和
２
年
度
に
は
１

■問問
郷
土
資
料
の
う
ち
絵
馬
、

書
画
の
文
化
財
指
定
状
況
を

踏
ま
え
、
歴
史
文
化
継
承
の

学
び
の
促
進
を
本
市
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
を

問
う
。

答
教
育
総
務
部
長
　
地
域
の

歴
史
・
文
化
に
興
味
を
持
つ

市
民
が
郷
土
資
料
の
研
究
に

挑
戦
し
、
そ
の
成
果
を
学
校

教
育
の
場
に
生
か
す
こ
と
は

地
域
振
興
に
有
効
で
あ
る
。

　
川
越
の
歴
史
や
文
化
等
に

■問問
み
ん
な
で
支
え
る
観
光
基

金
で
は
不
十
分
な
の
で
、
今

年
中
止
と
な
っ
た
川
越
ま
つ

り
予
算
約
５
５
０
０
万
円
で

山
車
修
繕
基
金
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
市
長
　
山
車
の
基
金
に
つ

い
て
は
、
既
に
あ
る
み
ん
な

で
支
え
る
観
光
基
金
を
活
用

す
る
方
向
性
で
考
え
て
い
る
。

■問問
給
食
費
徴
収
、
部
活
動
、

い
じ
め
対
策
な
ど
教
職
員
の

負
担
軽
減
や
、
新
聞
を
活
用

す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
教
育
現
場
の
改

善
に
関
す
る
今
後
の
展
望
は
。

答
教
育
長
　
教
員
に
は
、
本

務
で
あ
る
授
業
、
そ
し
て
社

会
の
動
き
に
合
わ
せ
た
教
育

の
工
夫
改
善
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
教
職
員
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
と
向

■問問
高
齢
者
が
運
動
の
た
め
遠

く
の
広
場
に
出
向
く
こ
と
は

負
担
が
大
き
い
。
健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
に
も
身
近
な
場

所
の
広
場
整
備
に
道
路
の
上

空
間
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
都
市
計
画
部
長
　
道
路
の

区
域
を
立
体
的
に
定
め
、
そ

れ
以
外
の
空
間
利
用
を
可
能

と
す
る
立
体
道
路
制
度
が
平

成
元
年
に
創
設
さ
れ
、
東
京

外
か
く
環
状
道
路
や
環
状
２

号
線
等
に
お
い
て
活
用
さ
れ

■問問
感
染
症
対
応
は
引
き
続
き

強
化
を
求
め
る
が
、
喫
緊
の

課
題
は
情
報
提
供
と
考
え
る
。

市
民
が
必
要
な
情
報
を
速
や

か
に
受
け
取
れ
る
よ
う
本
市

は
ど
う
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答
栗
原
副
市
長
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日

々
状
況
が
変
化
し
て
お
り
、

情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
は
、
伝
え
た
い
相
手
を
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